
二
〇
一
五
年
六
月
一
二
日

座
布
団
に
手
足
伸
び
き
り
昼
寝
の
児

な
つ
き

二
〇
一
五
年
六
月
一
一
日

踏

切

を

渡

る

田

植

機

泥

落

と

す

宏

虎

併

走

す

カ

ヌ

ー

三

艇

水

脈

涼

し

泰

山

老

鶯

の

声

を

間

遠

に

講

義

聞

く

せ
い
じ

二
〇
一
五
年
六
月
一
〇
日

夕

風

の

潮

入

川

を

海

霧

走

る

よ
し
女

青

蔦

で

う

ず

ま

る

丘

に

風

通

ふ

豆

狸

万

緑

と

万

緑

つ

な

ぐ

斜

張

橋

菜

　々　

瀬

の

風

の

足

元

過

ぐ

る

蛍

狩

さ
つ
き

二
〇
一
五
年
六
月
九
日

あ
じ
さ
ゐ
の
戸
毎
に
艶
を
競
ひ
を
り

満

天

蔦

若

葉

鎧

ひ

て

立

て

る

展

望

台

豆

狸

時

の

日

を

刻

む

明

治

の

掛

時

計

三

刀

二
〇
一
五
年
六
月
八
日

相
席
と
な
り
し
乳
児
の
笑
み
涼
し

ひ
か
り

ウ
エ
デ
　ィ　
ン
グ
ド
レ
ス
に
映
ゆ
る
新
樹
光

豆

狸

二
〇
一
五
年
六
月
七
日

暮
れ
な
ず
む
余
韻
に
蛍
待
ち
に
け
り

泰

山

先

生

の

笛

に

駆

け

出

す

遠

足

子

豆

狸

二
〇
一
五
年
六
月
六
日

ま

青

な

る

空

へ

直

立

夏

木

立

豆

狸

水
田
へ
と
切
り
返
し
て
は
つ
ば
く
ら
め

は
く
子

初
な
す
び
洗
へ
ば
き
　ゅ　
　っ　
と
鳴
き
に
け
り

菜

　々　

毎
日
句
会
み
の
る
選
・
二
〇
一
五
年
六
月
一
四
日
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